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こ
の
度
、
中
部
森
林
管
理
局
長
を
拝
命
し
ま

し
た
奥
田
と
申
し
ま
す
。
皆
様
方
と
一
緒
に
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
、
か
つ
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
に
お
い
て
は
、
林
大
臣
が
「
攻

め
の
農
林
水
産
業
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
国
有
林
は

一
般
会
計
化
に
よ
り
ま
さ
に
守
り
か
ら
攻
め
に

転
換
し
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意

味
で
中
部
局
、
ひ
い
て
は
国
有
林
野
事
業
の
存

在
意
義
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

所
信
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
点
目
は
、「
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一

層
の
推
進
」
で
す
。
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉

樹
林
の
保
存
・
復
元
に
向
け
た
取
り
組
み
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
・
イ
ロ
ク
ォ
イ
族
の
言
葉
で
、「
こ
の
大
地

は
七
世
代
後
の
子
孫
た
ち
か
ら
借
り
受
け
た
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
、

森
林
を
預
か
る
我
々
の
英
知
を
結
集
し
て
、
利

用
と
保
存
と
復
元
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
形
で
次
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
林
野
庁
で
も
中
部

局
の
成
果
を
元
に
「
保
護
林
制
度
全
体
の
見
直

し
」
を
行
う
予
定
で
あ
り
全
国
を
リ
ー
ド
す
る

取
り
組
み
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、「
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
貢
献
」

で
す
。
近
年
、
人
工
林
資
源
は
充
実
し
、
森

林
・
林
業
再
生
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
林
業
再
生
の
た
め
に
は
、
国
産
材
の
需
要

拡
大
が
重
要
で
す
が
国
有
林
は
自
ら
地
べ
た
を

持
っ
て
管
理
経
営
し
て
い
る
の
で
、
国
産
材
需

要
拡
大
の
必
須
要
件
で
あ
る
「
質
・
量
・
価
格

の
安
定
供
給
」
に
有
利
で
す
。
国
有
林
で
作
っ

た
パ
イ
プ
に
民
有
林
も
参
画
い
た
だ
き
国
産
材

の
需
要
拡
大
を
現
実
の
も
の
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
林
業
再
生
の
も
う
一
つ
の
課
題

は
、
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
苗

を
使
っ
た
「
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
の
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
」
の
確
立
に
よ
る
造
林
・
保
育
コ
ス

ト
の
削
減
が
そ
の
答
え
で
す
。

　

国
有
林
が
先
頭
に
立
っ
て
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
の
成
果
を
民
有
林
に

普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
・
林
業
の
再
生

を
牽
引
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
失
敗
し

て
も
結
構
で
す
。
失
敗
し
た
ら
、
な
ぜ
失
敗
し

た
か
を
き
ち
ん
と
分
析
し
、
そ
の
対
策
を
次
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
活
か
せ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

何
も
し
な
い
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
れ
ば
失
敗
も

し
な
い
代
わ
り
に
進
歩
も
な
く
世
の
中
に
何
も

貢
献
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
で
は
国
有
林
の
存

在
意
義
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
全

職
員
が
こ
う
し
た
意
識
を
持
っ
て
森
林
・
林
業

の
再
生
の
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

三
点
目
は
、
綱
紀
の
保
持
、
労
働
安
全
の
確

保
で
す
。
綱
紀
の
保
持
に
関
し
て
は
、
当
た
り

前
で
は
あ
り
ま
す
が
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
や
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
ま
す
。
労
働
安
全
も

同
じ
で
す
。
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
た
上
で

自
ら
の
安
全
と
健
康
は
自
ら
守
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
つ
ま
ら
な
い
事
件
や
事
故
で
仲
間
を
失

い
た
く
な
い
の
で
高
い
意
識
を
持
っ
て
そ
う
し

た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
前
向
き
に
。」
皆
様
方

が
中
部
森
林
管
理
局
で
仕
事
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
に
私
も
努
力
し
ま
す
。
職
員

一
人
ひ
と
り
が
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
て
努
力

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
職
場
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

◆
奥
田
局
長
の
略
歴

生
年
月
日	

昭
和
34
年
1
月
16
日

本　
　

籍	

福
岡
県

略　
　

歴	

九
州
大
学
農
学
部
林
学
科
卒

	

（
昭
57
・
3
）

昭
57
・
４	

�

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
に
採
用

後
、
大
阪
営
林
局
経
営
部
計
画

課
・
亀
山
署
、
愛
知
県
北
設
楽
郡

稲
武
町
、
林
野
庁
林
産
課
・
木
材

流
通
課
を
経
て

平
２
・
８	

�
経
済
局
国
際
部
国
際
企
画
課
国
際

専
門
官

〃
４
・
８	

熊
本
局
八
代
営
林
署
長

平
６
・
８	

�

熊
本
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
労

務
）

〃
７
・
８	

熊
本
局
総
務
部
職
員
厚
生
課
長

〃
10
・
４	

�

林
野
庁
業
務
部
業
務
第
一
課
課
長

補
佐
（
造
林
種
苗
班
担
当
）

〃
12
・
４	

�

鹿
児
島
県
林
務
水
産
部
林
業
振
興

課
長

〃
14
・
４	

�

林
野
庁
林
政
部
木
材
課
課
長
補
佐

（
総
括
）

〃
16
・
４	

�

林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課

課
長
補
佐
（
総
括
）

〃
18
・
４	

�

大
分
県
農
林
水
産
部
審
議
監
（
林

政
担
当
）

〃
20
・
７	

�

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
技
術

開
発
調
査
官

〃
21
・
９	

�

林
野
庁
国
有
林
野
部
職
員
・
厚
生

課
長

〃
23
・
５	

�

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
審
議
役

〃
24
・
７	

�

林
野
庁
国
有
林
野
部
業
務
課
長

〃
25
・
４	

�

林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課

長

〃
26
・
４	

中
部
森
林
管
理
局
長

中
部
森
林
管
理
局
長
交
代

新局長

奥田　辰幸

奥
田
新
局
長
着
任
あ
い
さ
つ
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こ
の
度
、
四
月
一
日
よ
り
森
林
整
備
部
長
を

勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
豊
か

で
多
様
な
自
然
、
優
れ
た
景
勝
地
、
歴
史
あ

る
観
光
資
源
、
伝
統
あ
る
文
化
に
恵
ま
れ
、
森

林
・
林
業
や
木
材
産
業
に
大
き
な
期
待
が
か
か

る
日
本
の
ど
真
ん
中
の
こ
の
地
に
お
い
て
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
光
栄
に
思
い

ま
す
と
と
も
に
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
出
生
の
地
は
岩
手
県
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
で

す
。
北
上
山
地
の
更
に
山
奥
、
龍
泉
洞
と
い
う

鍾
乳
洞
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
は
営
林
署

の
あ
る
町
で
し
た
。
幼
少
時
は
、
山
で
木
登
り

や
山
菜
採
り
、
栗
拾
い
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し

た
が
、
現
在
は
、
山
や
川
で
は
な
く
海
で
の
釣

り
を
趣
味
に
し
て
い
ま
す
。
高
校
か
ら
は
親
元

を
離
れ
、
盛
岡
市
や
北
海
道
・
札
幌
市
で
楽
し

い
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

就
職
し
て
か
ら
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
、
群

馬
県
前
橋
市
、
東
京
都
霞
が
関
、
名
古
屋
市
、

広
島
市
、
大
分
県
日
田
市
で
勤
務
し
、
勤
務
内

容
と
し
て
も
、
営
林
署
で
担
当
区
主
任
を
は
じ

め
、
営
林
局
で
計
画
編
成
、
農
林
水
産
省
構
造

改
善
局
で
ほ
場
整
備
、
国
土
庁
で
全
総
計
画
、

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
で
ダ
ム
開
発
、
広

島
県
庁
で
林
務
行
政
や
水
産
行
政
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
林
野
庁
で
は
、
林
業
白
書
の

作
成
、
国
有
林
の
改
革
、
木
材
分
野
で
の
「
国

産
材
新
流
通
・
加
工
シ
ス
テ
ム
」
の
企
画
・
立

案
な
ど
を
担
当
し
、
直
近
で
は
、
先
進
的
林
業

機
械
の
開
発
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
技
術
の

開
発
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
伴
う
森
林
除

染
等
放
射
性
物
質
対
策
の
技
術
開
発
な
ど
を
担

当
し
ま
し
た
。
入
庁
以
来
、
人
事
の
要
望
書
に

は
「
何
が
し
た
い
」
と
い
う
よ
り
は
「
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
し
た
い
」
と
書
き
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
思
い
に
沿
っ
た
道

を
歩
ん
で
き
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

一
般
会
計
化
さ
れ
た
新
生
国
有
林
も
二
年
目

を
迎
え
ま
す
。
森
林
・
林
業
に
か
か
わ
る
技
術

の
革
新
は
現
場
の
事
業
や
取
り
組
み
の
改
善
努

力
の
中
に
こ
そ
あ
る
も
の
で
す
し
、
林
業
・
木

材
産
業
の
発
展
も
、
現
場
の
生
産
・
加
工
・
流

通
の
経
済
活
動
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
実
現
し
て
い
く
も
の
で
す
。
局
署
の
職

員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
行
政
等
の
関
係
者

の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
よ
く
連
携

し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
や
森
林
の
公
益
的
機

能
の
維
持
・
増
進
と
い
う
林
政
の
重
要
課
題
の

着
実
な
前
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
中
村
森
林
整
備
部
長
の
略
歴

生
年
月
日	

昭
和
37
年
4
月
23
日

本　
　

籍	

岩
手
県

略　
　

歴	
�

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
林
学
専
攻
修
士
課
程
（
昭
63
・

3
）

昭
63
・
４	

�

林
野
庁
業
務
部
経
営
企
画
課
に
採

用
後
、
前
橋
局
、
林
野
庁
林
政
部

企
画
課
、
国
土
庁
を
経
て

平
10
・
4	

�

林
野
庁
業
務
部
経
営
企
画
課
企
画

官

〃
10
・
8	

林
野
庁
管
理
部
職
員
課
企
画
官

〃
12
・
4	

大
分
西
部
森
林
管
理
署
長

〃
14
・
4	

�

林
野
庁
林
政
部
木
材
課
課
長
補
佐

（
木
材
流
通
班
担
当
）

〃
17
・
4	

�

独
立
行
政
法
人 

水
資
源
機
構
中

部
支
社
審
議
役

〃
19
・
4	

�

林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課

課
長
補
佐
（
企
画
班
担
当
）

〃
21
・
4	

�

広
島
県
農
林
水
産
局
林
業
水
産
振

興
部
長

〃
24
・
4	

�

林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・
保
全

課
技
術
開
発
推
進
室
長

〃
26
・
4	

中
部
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
長

　

こ
の
度
の
異
動
で｢

独
立
行
政
法
人 

森
林

総
合
研
究
所
」
に
出
向
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
二
十
四
年

七
月
の
着
任
以
来
、
一
年
九
ヶ
月
の
歳
月
が
流

れ
て
お
り
、
こ
の
間
、
国
有
林
野
事
業
は
、
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
に
、
昭
和
二
十
二
年
の

林
政
統
一
以
来
、
約
六
十
五
年
間
続
い
た
特
別

会
計
に
終
止
符
を
打
ち
、
一
般
会
計
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
局
長
の
任
を
拝
命

し
、
一
般
会
計
化
の
意
義
と
国
有
林
の
果
た
す

役
割
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
一
体
何
が
出
来

る
か
と
考
え
、
森
林
・
林
業
の
再
生
や
地
域
振

興
等
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
そ
の
特

色
を
生
か
し
た
政
策
の
実
現
に
向
け
、
各
種
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
木
曽
ヒ
ノ
キ

を
は
じ
め
と
す
る
「
木
曽
谷
の
温
帯
性
針
葉
樹

林
」
を
伝
統
建
築
物
の
維
持
・
保
存
な
ど
と
調

整
し
つ
つ
保
全
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
地
域
森
林

総
合
監
理
士
（
通
称
：「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
）
の

育
成
、
木
材
価
格
急
変
時
の
「
国
有
林
材
の

供
給
調
整
」、「
コ
ン
テ
ナ
苗
」
を
活
用
し
た
生

産
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
普

及
、
木
曽
谷
の
高
齢
級
で
良
質
な
人
工
ヒ
ノ
キ

「　
　

 

木
曽
ひ
の
き
」（
マ
ル
コ
ウ　

マ
ル
コ
ク

　

キ
ソ
ヒ
ノ
キ
）
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
型
枠
合
板
の
国
産
材
化
」、
食
害
が
高

山
帯
に
ま
で
及
ん
だ
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
」
等

新
任
幹
部
あ
い
さ
つ

新
任
幹
部
あ
い
さ
つ

新森林整備部長

中村　道人

お
別
れ
に
あ
た
っ
て

�

前
局
長
　

木
　
信
哉
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の
貴
重
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
充
実
す
る
カ
ラ
マ
ツ
資
源
を
観
光
の

視
点
か
ら
促
進
す
る
「
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」、「
カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」、
木
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
喚
起
す

る
視
点
か
ら
「
薪
セ
ミ
ナ
ー
」、
子
供
達
で
賑

わ
っ
た
「
夏
休
み
子
供
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」、
伝

統
工
芸
品
の
良
さ
を
情
報
発
信
で
き
た
「
桶
・

樽
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
な
ど
、
い
ず
れ
も
楽
し

い
思
い
出
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
有
林
が
「
今
何
を
し
て
、
何
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
地
域
の
皆
様
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
一
般
会
計
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
り
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
後
と
も
、
国
有

林
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
、
管
内
の
地
方
公
共
団
体
、
関
連
す
る

業
界
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
の
た
め
の
施
策
づ
く

り
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
や
地
域
の

活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進
な
ど
、
我

が
職
場
が
地
域
の
森
林
・
林
業
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
存
在
と
な
る
よ
う
、
全
職
員
の
皆
様
が
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
心
身
の
健
康
に
十
分
留
意

し
な
が
ら
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
お
別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

前
森
林
整
備
部
長
　
松
本
　
寛
喜

　

四
月
一
日
付
け
の
異
動
で
森
林
総
合
研
究
所

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
部
森
林

管
理
局
で
の
一
年
九
ヶ
月
の
勤
務
で
は
、
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
十
三
年
ぶ

り
の
局
勤
務
で
し
た
が
、
お
陰
様
で
大
変
有
意

義
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
は
一
般
会
計

化
に
向
け
た
諸
準
備
と
、
一
般
会
計
化
以
降
は

民
国
連
携
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
対
応
が

あ
り
ま
し
た
。
後
者
と
し
て
ま
ず
取
り
組
ん
だ

の
は
、
事
業
実
行
ベ
ー
ス
で
の
技
術
の
開
発
と

民
有
林
へ
の
普
及
で
あ
り
、
伐
採
と
造
林
の
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
（
北
信
署
）
や
、
国
産
材
型

枠
合
板
を
用
い
た
治
山
事
業
の
実
証
的
実
施

（
中
信
署
）
が
そ
の
代
表
例
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

局
署
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
信
州
大
学
や
請
負

業
者
等
の
方
々
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

次
い
で
対
応
し
た
の
が
、
平
成
二
十
四
年
度

補
正
予
算
の
執
行
と
、
こ
れ
に
係
る
入
札
不
調

等
で
し
た
。
近
年
稀
に
見
る
規
模
の
予
算
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
時
期
的
に
一
般
会
計
へ
の
移

行
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
実
行
に
携
わ

る
局
署
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か

け
し
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
業
界
団
体
の

方
々
に
も
大
変
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
六
年
度
の
当
面
の

課
題
は
、
何
と
言
っ
て
も
事
業
の
早
期
発
注

と
、
民
国
連
携
で
は
事
業
実
行
面
で
の
情
報
共

有
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、

長
野
県
、
岐
阜
県
と
も
に
大
型
の
木
材
加
工
施

設
や
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
稼
働
が
間
近
に
控
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
需
要
と
供
給
の
間
、
更
に

は
供
給
者
間
で
の
情
報
共
有
が
益
々
重
要
と
な

り
ま
す
。
後
者
の
情
報
共
有
に
向
け
た
取
り
組

み
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
地

方
事
務
所
・
署
単
位
で
の
情
報
共
有
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
任
期
中
に
行
け
な
か
っ
た
（
心

残
り
の
）
箇
所
を
幾
つ
か
。
一
つ
目
は
雲
ノ
平

で
、
あ
れ
だ
け
の
秘
境
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
と
連

携
し
て
自
然
再
生
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
は

驚
き
の
一
言
で
す
。
二
つ
目
は
三
峰
川
最
源
流

部
に
あ
る
造
林
地
で
、
余
り
に
奥
地
過
ぎ
て
行

き
か
け
た
途
中
で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
最
後
は
尾
上
郷
と
六
厩
川
で
、
広

葉
樹
の
宝
庫
で
あ
っ
た
荘
川
地
区
に
は
、
そ
れ

だ
け
で
特
別
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
九
ヶ
月
間
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

［
総
務
課
］
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日
、

中
部
森
林
管
理
局
局
長
室
に
お
い
て
、「
平
成

二
十
五
年
度
森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
に
対

す
る
局
長
感
謝
状
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
地
域
の
森
林
整
備
や
防
災

活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
貢
献
し
た
企

業
、
団
体
等
に
対
し
て
送
ら
れ
る
も
の
で
、
防

災
協
力
活
動
部
門
、
森
林
づ
く
り
部
門
及
び
地

域
連
携
活
動
部
門
の
三
部
門
か
ら
成
り
、
局
長

感
謝
状
と
森
林
管
理
署
長
等
感
謝
状
が
あ
り
ま

す
。

感謝状贈呈式の様子

平
成
二
十
五
年
度

森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
に

対
す
る
局
長
感
謝
状
贈
呈
式

平
成
二
十
五
年
度

森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
に

対
す
る
局
長
感
謝
状
贈
呈
式
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二
十
五
年
度
は
、
企
業
六
十
四
、
団
体

二
十
八
の
計
九
十
二
の
応
募
が
有
り
、
厳
正
な

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
四
十
の
企
業
・
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
十
六
の

企
業
・
団
体
に
対
し
て
、
局
長
感
謝
状
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

企
業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援
し
、
国

民
の
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
振
興
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
名
古
屋
事
務
所
で
は
、

二
百
万
人
都
市
名
古
屋
の
立
地
条
件
を
活
か

し
、
上
流
地
域
と
下
流
地
域
の
連
携
強
化
を
目

指
し
、
森
林
・
林
業
等
に
関
す
る
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
名
古
屋
市
を
含
め
て
愛

知
県
の
各
地
域
は
、
そ
の
上
流
に
あ
る
長
野
県

や
岐
阜
県
の
森
林
を
水
源
と
し
て
お
り
、
上
流

地
域
の
大
切
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
頂
く

こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
の
皆
様

が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
ご
賛
同
頂
き
、

協
会
建
物
外
壁
に
情
報
発
信
の
た
め
の
木
製
の

掲
示
板
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
掲
示
板
は
、
木

材
の
良
さ
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
東
濃
ヒ
ノ

キ
を
使
用
し
、
一
部
は
防
腐
・
変
色
防
止
の
液

体
ガ
ラ
ス
処
理
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

掲
示
板
は
、
近
隣
の
保
育
園
児
や
通
勤
・
通

行
者
等
、
多
く
の
人
の
目
に
と
ま
る
位
置
に
あ

り
、
日
頃
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
川
上
側

の
森
林
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
森

林
・
林
業
、
木
材
利
用
等
の
情
報
発
信
の
場
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
局
が
実
施
し
た
「
カ
ラ
マ
ツ
新
緑
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
と
映
画
「
ｗ
ｏ
ｏ

ｄ　

ｊ
ｏ
ｂ
」
ポ
ス
タ
ー
及
び
地
域
共
催
の
イ

ベ
ン
ト
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
情
報

を
掲
示
し
ま
し
た
。
通
行
者
か
ら
は
、「
木
の

看
板
が
と
て
も
き
れ
い
」、「
こ
ん
な
景
色
を
自

分
の
目
で
見
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
や
、

散
歩
す
る
園
児
達
の
「
わ
あ
～
き
れ
い
～
」
な

ど
歓
声
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
立
ち
止
ま
っ
て
見

入
っ
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
は
、
国
土
保
全
は
も

と
よ
り
地
域
振
興
や
社
会
貢
献
へ
寄
与
す
る
と

の
観
点
か
ら
、
森
林
・
林
業
の
再
生
、
治
山
・

林
道
事
業
の
推
進
、
木
材
利
用
推
進
に
も
取
り

組
む
と
し
て
お
り
、
名
古
屋
事
務
所
と
し
て
も

引
き
続
き
適
切
な
連
携
を
通
じ
た
情
報
発
信
を

協
働
し
て
い
く
考
え
で
す
。

 

［
東
濃
署
］
三
月
十
七
日
、
中
津
川
市
役
所
に

お
い
て
、
明
治
神
宮
復
興
造
営
工
事
（
昭
和

三
十
三
年
本
殿
遷
座
祭
）
に
関
す
る
写
真
パ
ネ

ル
九
枚
が
、
東
濃
森
林
管
理
署
長
か
ら
中
津
川

市
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

設置された掲示板

間島東濃署長（右）から青山中津川市長へ贈呈

子供たちからは歓声が

局長感謝状を贈呈された皆さん

明
治
神
宮
復
興
写
真
パ
ネ
ル

�

中
津
川
市
に
贈
呈

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

川
下
側
へ
の

　
　情
報
発
信
の
取
り
組
み

川
下
側
へ
の

　
　情
報
発
信
の
取
り
組
み


